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力
あ
ふ
れ
る
演
技
で
客
席

を
盛
り
上
げ
た

出
演
団
体
は
、
い
ず
れ

も
実
行
委
員
会
と
交
流
が

あ
る
実
力
派
ば
か
り
。
演

目
は
武
士
の
時
代
を
背
景

と
し
た
も
の
の
ほ
か
、
伊

治
城
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を

も
と
に
し
た
創
作
神
楽
も

あ
っ
た
。

地
元
、
一
迫
の
川
北
神

楽
保
存
会
は
、
平
家
全
盛

の
時
代
を
舞
台
に
、
領
地

を
め
ぐ
る
争
い
に
端
を
発

し
た
悲
劇
を
描
い
た
「
河

津
三
郎
祐
泰
最
期
の
場
」

を
熱
演
し
た
。

舞
台
上
で
面
を
替
え
る

演
出
も
あ
り
、
登
場
人
物

【
栗
原
支
局
】
第
31
回
あ
や
め
祭
り
神
楽
大
会
（
一

迫
観
光
協
会
、
実
行
委
員
会
主
催
）
が
１
日
、
栗
原

市
一
迫
の
山
王
史
跡
公
園
あ
や
め
園
で
開
か
れ
た
。

栗
原
市
や
登
米
市
の
ほ
か
、
岩
手
県
か
ら
一
関
市
と

奥
州
市
の
計
10
団
体
が
出
演
し
、
迫
真
の
演
技
で
観

客
を
魅
了
し
た
。

の
情
念
を
表
現
し
た
声
色

や
舞
に
、
客
席
か
ら
歓
声

や
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

実
行
委
員
の
佐
藤
勝
さ

ん（
65
）＝
川
北
神
楽
保
存

会
代
表
＝
は
「
暑
く
て
大

変
だ
が
、
神
楽
は
本
来
、

野
外
で
鑑
賞
す
る
芸
能
だ

っ
た
。
昔
の
雰
囲
気
を
守

り
つ
つ
、
分
か
り
や
す
さ

や
楽
し
さ
で
あ
ら
た
な
フ

ァ
ン
を
呼
び
込
み
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

＆
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
」
を

同
自
然
の
家
な
ど
で
開
催

す
る
。
参
加
者
を
募
集
し

て
い
る
。

ヨ
ッ
ト
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
な
ど
の
操
作
技
術
を
学

び
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
。

初
日
は
開
講
式
の
後
、

志
津
川
湾
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
の
実
技
、
夕
食
後
に
ヨ

ッ
ト
艤ぎ

装そ
う

、
操
作
の
講
義

が
あ
る
。

２
日
目
は
志
津
川
湾
で

ヨ
ッ
ト
操
作
の
ほ
か
海
釣

り
を
楽
し
む
。

定
員
は
24
人
（
65
歳
ま

で
）。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
る
。
参
加
費

は
１
人
３
６
０
０
円
（
食

事
、
寝
具
レ
ン
タ
ル
、
保

険
代
な
ど
）。
活
動
中
の

写
真
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
広
報
な
ど
で
活
用
さ

れ
る
。

応
募
は
往
復
は
が
き
、

メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
志

津
川
自
然
の
家
「
ヨ
ッ
ト

＆
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
」
係

へ
。締
め
切
り
は
28
日（
必

着
）。
住
所
は
〒
９
８
６

逢
０
７
８
１

南
三
陸
町

戸
倉
字
坂
本
88
逢
１
。
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
＝szm

ヨ
ッ
ト
の
操
作

技
術
な
ど
学
ぶ

県
志
津
川
自
然
の
家

県
志
津
川
自
然
の
家

（
南
三
陸
町
）
は
９
月
８
、

９
日
、
第
２
回
「
ヨ
ッ
ト

@
pref.m

iyagi.lg.jp

詳
細
は
同
自
然
の
家

【
黒
川
支
局
】
富
谷
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
新
事
務
所
開
所
式
が
２

日
、
富
谷
市
富
谷
新
町
の

へ
。
電
話
０
２
２
６（
46
） 

９
０
４
４
。

同
市
ま
ち
づ
く
り
産
業
交

流
プ
ラ
ザ
で
あ
っ
た
。
会

員
４
９
８
人
が
富
谷
茶
の

管
理
や
小
物
づ
く
り
な
ど

シ
ル
バ
ー
業
務
の
拠
点
に

す
る
。

開
所
式
で
鈴
木
康
夫
理

事
長
は
「
会
員
念
願
の
ワ

ー
ク
プ
ラ
ザ
を
市
の
好
意

で
貸
し
て
い
た
だ
い
た
。

会
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業

に
当
た
り
、
恩
返
し
し
た

い
」
と
意
気
込
ん
だ
。
南

側
の
市
道
に
面
し
た
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
専
用

の
入
り
口
に
若
生
裕
俊
市

長
と
と
も
に
看
板
を
設

置
。
５
月
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
収
穫
し
た

富
谷
茶
を
市
幹
部
ら
と
味

わ
っ
て
節
目
を
祝
っ
た
。

富
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
２
０
０
３
年

に
旧
富
谷
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発

足
。
当
初
は
旧
町
役
場
庁

舎
に
隣
接
す
る
プ
レ
ハ
ブ

を
事
務
所
に
し
て
い
た

が
、
ま
ち
づ
く
り
産
業
交

流
プ
ラ
ザ
の
改
修
工
事
に

合
わ
せ
て
昨
年
６
月
か
ら

富
谷
市
保
健
福
祉
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
（
富
谷
市
富

谷
桜
田
）
に
一
時
移
転
し

て
い
た
。

新
事
務
所
は
産
業
交
流

プ
ラ
ザ
の
２
階
で
、
職
員

ら
12
人
が
常
勤
。
こ
と
し

５
月
に
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
た
富
谷
茶

の
茶
畑
管
理
や
昨
年
７
月

に
新
町
地
区
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ご
み

で
販
売
す
る
手
工
芸
品
づ

く
り
、
植
え
木
の
剪せ

ん

定て
い

、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
の
拠
点

と
な
る
。

新
事
務
所
は
富
谷
市
富

谷
新
町
95
。
電
話
番
号
は

変
わ
ら
ず
０
２
２
（
７
７

９
）
１
３
８
８
。

※
上
段
の
「
一
白
水
気
性
」
〜
「
九
紫
火
気
性
」
は
気
学
の
九
気
性
。
下
段
で
自
分
の
気
性
を
、
こ
と
し
の
満
年
齢
で
確
認
。
10
歳
な
ら
「
一
白
水
気
性
」。

※流行の「ランニングバイク」に挑戦①
＝６月29日、加美町薬莱山麓で

一
白
水
気
性

わ
ず
か
な
失
敗
が
大
き
な
損
失
に
な
る

二
黒
土
気
性

諸
事
順
調
に
発
展
し
利
益
の
あ
る
日
に

三
碧
木
気
性

予
想
外
の
依
頼
は
引
き
受
け
な
い
こ
と

四
緑
木
気
性

明
る
く
素
直
な
心
で
過
ご
す
こ
と
で
吉

五
黄
土
気
性

苦
労
が
報
わ
れ
て
業
績
を
上
げ
ら
れ
る

六
白
金
気
性

気
負
わ
な
い
自
然
体
が
好
調
の
秘
訣

七
赤
金
気
性

心
配
事
も
解
決
し
万
事
順
調
に
進
展
す

八
白
土
気
性

引
き
受
け
た
こ
と
は
責
任
持
っ
て
処
理

九
紫
火
気
性

助
け
合
い
の
精
神
が
幸
運
を
も
た
ら
す

一
白

10
19
28
37
46
55
64
73
82
91

二
黒

11
20
29
38
47
56
65
74
83
92

三
碧

12
21
30
39
48
57
66
75
84
93

四
緑

13
22
31
40
49
58
67
76
85
94

五
黄

14
23
32
41
50
59
68
77
86
95

六
白

15
24
33
42
51
60
69
78
87
96

七
赤

16
25
34
43
52
61
70
79
88
97

八
白

17
26
35
44
53
62
71
80
89
98

九
紫

18
27
36
45
54
63
72
81
90
99

ス
ナ
ッ
プ
チ
ャ
ン
ス

鄭允子の気学占い

2018年年齢早見表

４日の運勢

大崎タイムス社編集局

　写真の方　１週間以内に大崎タイムス社までご連絡下さ
い。この写真を記念に差し上げます。また、連絡をいただ
いた方の中から月間賞も決定します。発表をお待ち下さい。

走
馬
灯
の
人
生

感
謝
を
込
め
て
　
菅
原
三
郎

　

人
生
走
馬
灯
の
如
し
逢
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

古
希
を
過
ぎ
て
走
馬
灯
の
語
源
に
納
得
し
ま
し
た
。

時
の
流
れ
は
い
く
ら
焦
っ
て
も
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
時
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
年
齢
が
積
み
重
ね

ら
れ
ま
す
。
大
崎
市
で
は
七
十
五
歳
か
ら
敬
老
会
の

仲
間
入
り
を
し
ま
す
。

　

現
在
の
心
境
は
、
ま
だ
敬
老
会
の
仲
間
入
り
す
る

ま
で
数
年
ゆ
と
り
は
あ
り
ま
す
が
、
老
人
扱
い
し
て

も
ら
い
た
く
な
い
の
が
本
音
で
す
。

　

さ
て
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
自
分
の
人
生
を
振
り

返
る
「
企
業
興
し
企
画
」
に
２
０
１
６
年
春
、
伊
藤

美
彦
大
崎
タ
イ
ム
ス
社
常
務
か
ら
推
薦
を
受
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
「
お
お
さ
き
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
第
二
号
」

が
完
成
し
竣
工
祝
賀
会
式
に
著
者
で
あ
る
伊
藤
卓
二

さ
ん
（
大
崎
タ
イ
ム
ス
社
長
）
が
来
賓
と
し
て
出
席

さ
れ
、
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
と
き
で
し
た
。
東
北
電

力
、
京
セ
ラ
の
役
員
や
多
数
来
賓
の
い
る
な
か
で
人

物
伝
を
依
頼
さ
れ
、
Ｏ
Ｋ
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
と
は
私
の
住
ま
い
が
タ
イ
ム
ス
社
に
近

約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
一
問
一
答
を
繰
り
返
し
、
あ

っ
と
言
う
間
に
一
年
が
過
ぎ
去
っ
た
感
じ
で
す
。
今

と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

連
載
の
中
に
、
と
も
子
ば
あ
さ
ん
と
倉
夫
じ
い
さ

ん
が
孫
を
抱
い
て
い
る
大
写
し
の
写
真
が
載
り
ま
し

た
。
す
る
と
、
と
も
子
ば
あ
さ
ん
は
伊
藤
さ
ん
と
遠

縁
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
と
も
子
ば
あ

さ
ん
は
不
動
堂
（
美
里
町
）
の
出
身
で
、
伊
藤
さ
ん

の
親
戚
が
写
真
を
見
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

親
戚
は
タ
イ
ム
ス
編
集
局
で
働
い
て
お
り
、
タ
イ
ム

ス
の
役
員
室
で
親
戚
名
乗
り
を
し
ま
し
た
。
詳
細
は

マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
郷
土
・
大
崎
が
世
界

農
業
遺
産
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
市
民
参
加
に
応
募
し

ま
し
た
。

　

と
く
に
、
ふ
る
さ
と
王
城
寺
原
な
ど
船
形
、
栗
駒

連
峰
か
ら
注
が
れ
る
大
崎
耕
土
は
、
水
田
や
水
路
、

集
村
型
の
屋
敷
林
「
居
久
根
」
が
点
在
す
る
独
特
の

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
（
景
観
）
を
継
承
す
る
こ
と
が
目

的
と
知
り
ま
し
た
。
こ
の
自
然
を
通
じ
て
大
崎
耕
土

を
未
来
永
劫
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
た
だ
こ
う
と

願
い
ロ
ー
マ
の
地
を
踏
み
ま
し
た
。

　

私
も
命
あ
る
限
り
、
企
業
存
続
と
地
域
貢
献
に
努

い
こ
と
も
あ
っ
て
仕
事
を
通
じ
て
昔
か
ら
存
知
あ
げ

て
い
ま
し
た
。
王
城
寺
原
か
ら
古
川
に
来
た
の
が
昭

和
四
十
三
年
春
で
、
伊
藤
さ
ん
は
タ
イ
ム
ス
入
社
が

昭
和
四
十
年
秋
と
聞
い
て
お
り
、
付
き
合
い
も
古
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

長
男
順
一
の
結
婚
式
に
も
出
席
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
長
男
と
伊
藤
さ
ん
の
次
女
野
恵
さ
ん
は
古
川
東

中
学
校
の
同
級
生
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
一
緒
で
し
た
。
長
男

は
古
川
高
校
、
次
女
の
方
は
古
川
女
子
高
校
か
ら
東

北
学
院
大
学
と
同
じ
大
学
に
進
み
ま
し
た
。

　

企
業
興
し
の
企
画
で
一
年
間
に
わ
た
っ
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
け
ま
し
た
。私
が
タ
イ
ム
ス
を
訪
問
し
、

省
略
し
ま
す
が
、
不
思
議
な
縁
で
世
間
は
せ
ま
い
こ

と
を
改
め
て
知
っ
た
次
第
で
す
。

　

こ
の
企
画
で
、
私
は
古
希
を
迎
え
た
人
生
を
じ
っ

く
り
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
受
け
な
が
ら
、
幼
い
こ
ろ
、
社
会
に
巣
立
っ
た

と
き
、
燃
え
る
青
春
時
代
か
ら
古
川
に
婿
養
子
と
な

っ
た
と
き
、
企
業
興
し
に
奮
闘
し
た
時
代
…
、
す
べ

て
が
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
上
梓
し
た
本
に
は
私

の
人
生
が
そ
の
ま
ま
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
読
み
下
さ
い
。

　

取
材
を
受
け
て
い
る
と
き
、
大
崎
耕
土
が
世
界
農

業
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
認
証
式
が
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー

力
し
て
大
崎
耕
土
、
そ
し
て
〝
富
県
・
宮
城
〞
と
な

る
こ
と
を
祈
り
、
執
筆
者
の
伊
藤
さ
ん
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
、
大
崎
耕
土
が
躍
進
、
発
展
す
る

た
め
、
若
い
方
々
の
地
域
づ
く
り
に
大
い
に
期
待
し

ま
す
。

最
後
に
妻
や
家
族
、
会
社
と
関
係
者
の
み
な
さ
ん

に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

─
菅
原
工
務
店
創
業
物
語
─

会
社
前
で
全
社
員
集
合
（
2
0
1
7
・
8
・
2
）

◯176

県
内
外
10
団
体
熱
演

県
内
外
10
団
体
熱
演

一
迫

あ
や
め
祭
り
神
楽
大
会

看板を掲げる若生市長（左）と鈴木理事長

富
谷
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

新
事
務
所
を
開
設

産
業
交
流
プ
ラ
ザ
２
階
に




